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　平成2８年度の予算は、３月
1６・1７・1８・22・2３日の５日
間、予算特別委員会を開き、
審査しました。同委員会では
一般会計と６特別会計、２企
業会計を原案のとおり可決す
べきものと決定。第１回定例
会最終日の３月2５日本会議で
全て原案のとおり可決され、
2８年度の税金の使い道が決ま
りました。ここでは、予算特
別委員会での質疑や2８年度の
主な事業などを紹介します。

平成2８年度各会計別の予算総額（１万円未満四捨五入）
一般会計 203億8,500万円

特
別
会
計

　国民健康保険（事業勘定） 37億4,981万円
　後期高齢者医療 2億5,128万円
　国民健康保険（診療施設勘定） 2億9,206万円
　公共下水道事業 5億8,363万円
　農業集落排水事業 5億5,192万円
　浄化槽事業 7,761万円

事
業
会
計

水道事業

収益的収入 6億6,021万円
収益的支出 6億4,971万円
資本的収入 4億5,407万円
資本的支出 7億4,958万円

西根病院事業

収益的収入 8億1,707万円
収益的支出 8億7,105万円
資本的収入 1億7,600万円
資本的支出 1億7,720万円

2８年度
予算

一般会計予算額は
初の200億円超え

　　　　

― 前年度比11億500万円（5.7％)増 ―
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再生可能エネルギー
推進事業

【事業内容】　災害に強いまち
づくりや地球温暖化対策への
再生可能エネルギー導入を促
進するための施設整備、調査

御在所地区地熱発電事業

【予算額】 2億4,745万円

産地パワーアップ事業

【事業内容】　収益力強化に計
画的に取り組む農業者、農業
団体が農業機械リース導入や
施設の整備に係る経費に助成

ビニールハウスによる施設園芸

【予算額】 4,849万円

子ども医療費助成事業

【事業内容】　子どもを対象に
医療費助成を中学生（平成28
年８月から実施）まで拡大し
医療費自己負担分全額を助成

中学生のクラブ活動

【予算額】 5,400万円

公有財産管理事業

【事業内容】　未利用普通財産
（旧田山中学校体育館など）
の解体撤去や利活用（賃貸借
）の適正な管理、計画整備

解体撤去予定の旧田山中体育館

【予算額】 8,712万円

臨時福祉給付金等給付事業

【事業内容】　市町村民税が課
税されていない方一人につき
３千円、65歳未満の障害年金
遺族年金受給者は３万円加算

高齢者の健康づくり

【予算額】 4,458万円

観光施設維持管理事業

【事業内容】　観光客が快適に
利用できるよう岩手北部森林
管理署から御在所地区トイレ
駐車場敷地取得等に係る経費

おもてなし充実のため取得

【予算額】 8,314万円

ＱＡＱ

ＱＡＱ

Ａ

ＡＱＡ

（３月25日本会議）討　論　　　　　　　　　　　　　　　　

　
■一般会計

　反対　　米田定男議員(日本共産党)
　交付税は合併による算定変え制度が終了す
る33年度には、28年度比で約６憶円の減少、
しかも総額が減収なのに、公債費分がこの５
年間で約2．8億円増加する。二重のマイナ
ス状況が到来する。この状況下での事業実施
の前提は、明確な必要性である。それに反し
ているのが、大更駅周辺にぎわい創出事業だ。
自由通路の場合、需要予測さえ説明がない。
すでに11憶円が投下され、最終的には37憶
円の巨額が投下されることを反対の主な理由
とする。

　賛成　　大和田順一議員(新政クラブ)
　「八幡平市第2次総合基本計画」「まち・ひ
と・しごと総合戦略」など各計画のスタート
の年となり、その為の新規事業を含めた各種
施策など地方創生に向けた人口減少対策や持
続可能なまちづくりと、市民福祉向上を目指
した予算編成であり、田村市長のリーダー
シップを発揮され、過去最大規模の本予算執
行率を高めるための体制を整え推進すること
と、国体の成功も期待し賛成する。


